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【
う
ら
へ
続
く
】

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
、

過
労
死
を
な
く
す

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
を

抜
本
的
に
強
め
て
、
最
低

賃
金
は
全
国
ど
こ
で
も
た

だ
ち
に
時
給
１
０
０
０
円

以
上
に
引
き
上
げ
、
１
５

０
０
円
を
め
ざ
し
、
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
を
創
設

く
ら
し
に
希
望
、
安
心
の
日
本
へ

８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に
く
ら
せ
る
社
会
を

お
金
の
心
配
な
く
学
び
、
子
育
て
の
で
き
る
社
会
を

　

Ｇ
20
が
閉
幕
（
29
日
）。

「
安
倍
首
相
は
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
配
慮
し
、
反
保

護
主
義
や
地
球
温
暖
化
対

策
な
ど
世
界
が
求
め
る
重

要
課
題
は
棚
上
げ
し
た
」

「
20
ヵ
国
の
市
民
社
会
を

夏
休
み
体
験
型
科
学
教
室

（
８
月
１
、２
日
）。「
今
年

の
テ
ー
マ
は
音
を
光
で
伝

え
よ
う
！
だ
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技

術
史
料
館
で
は
、
７
月
下

旬
と
８
月
下
旬
に
夏
休
み

特
別
公
開
を
実
施
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

７
ｐ
ａ
ｙ
で
不
正
ア
ク

セ
ス
。「
不
正
利
用
は
約

米
朝
首
脳
の
板
門
店
で
の
会
談
を
歓
迎
す
る

　
　
　
　
日
本
共
産
党
委
員
長
　
志
位
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
30
日
（
概
要
）

　

一
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
本
日
板
門
店
で
金
正
恩

委
員
長
と
会
談
し
、
近
く

米
朝
双
方
の
代
表
団
に
よ

る
実
務
交
渉
を
始
め
る
と

発
表
し
た
。こ
れ
は
、膠
こ
う
ち
ゃ
く着

状
態
に
あ
っ
た
米
朝
関
係

を
前
向
き
に
打
開
し
、
朝

鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化

と
平
和
体
制
の
構
築
、
米

朝
関
係
の
正
常
化
と
い
う

昨
年
６
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
米
朝
合
意
を
具
体

化
す
る
重
要
な
一
歩
と
し

て
、
わ
が
党
は
歓
迎
す
る
。

　

一
、
両
国
首
脳
が
、
敵

対
と
分
断
の
象
徴
と
さ
れ

て
き
た
こ
の
地
で
対
面
し

た
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
情

勢
の
激
動
的
変
化
と
新
し

い
米
朝
関
係
に
む
け
た
動

き
を
象
徴
す
る
歴
史
的
意

義
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。

　

板
門
店
で
の
こ
の
出
来

事
が
、
朝
鮮
半
島
と
北
東

ア
ジ
ア
の
平
和
プ
ロ
セ
ス

を
進
展
さ
せ
る
契
機
に
な

る
こ
と
を
強
く
願
う
。

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

そ
こ
ま
で
荒
立
て
る
問
題

だ
ろ
う
か
」「
日
韓
は
今
で

さ
え
最
悪
な
の
に
ま
た
こ

じ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

武
蔵
野
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
、

し
ま
す
。

　

政
府
が
賃
金
水
準
を
決

め
ら
れ
る
保
育
・
介
護
・

障
害
福
祉
で
働
く
人
の
賃

金
を
引
き
上
げ
ま
す
。
一

般
の
労
働
者
に
比
べ
て

10
万
円
も
少
な
い
賃
金
を
、

国
の
責
任
で
ま
ず
５
万
円

引
き
上
げ
、
一
般
の
労
働

者
と
同
じ
に
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
て
こ
そ
、
保

育
士
さ
ん
不
足
、
介
護
士

さ
ん
不
足
も
解
消
さ
れ
ま

す
。

　

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
を
廃

止
し
、「
残
業
は
週
15
時

間
、月
45
時
間
、年
３
６
０

時
間
ま
で
」
を
法
律
で
決

め
、
例
外
な
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
し
、
日
本

か
ら
過
労
死
を
な
く
し
ま

す
。

学
費
を
た
だ
ち
に
半
分
、

無
料
を
め
ざ
す

　

す
べ
て
の
学
生
を
対
象

に
、
学
費
を
た
だ
ち
に
半

分
に
し
、
段
階
的
に
無
料

に
し
ま
す
。
返
済
不
要
の

給
付
制
奨
学
金
を
月
３
万

円
、
70
万
人
分
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
す
べ
て

の
若
者
が
お
金
の
心
配
な

く
の
び
の
び
と
学
べ
る
日

本
を
つ
く
り
ま
す
。

代
表
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
今

回
の
結
果
を
総
体
的
に
落

第
と
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
政
府
が
韓
国
へ
の

半
導
体
材
料
３
品
目
の
輸

出
規
制
を
強
化
（
４
日
）。

「
驚
い
た
。徴
用
工
問
題
は

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
認
可
保
育
所
を

30
万
人
分
増
設
し
、
待
機

児
童
を
解
消
し
ま
す
。
そ

し
て
憲
法
26
条
に
の
っ

と
っ
て
、
学
校
給
食
を
含

め
て
義
務
教
育
の
完
全
無

償
化
を
実
現
し
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

９
０
０
人
で
総
額
５
５
０

０
万
円
と
発
表
さ
れ
た
」

「
利
用
者
の
ID
や
パ
ス

ワ
ー
ド
が
流
出
し
た
。
怖

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

九
州
豪
雨
。「
鹿
児
島

県
、
宮
崎
県
の
両
県
で
避

難
指
示
が
で
た
対
象
は

１
１
０
万
人
を
超
え
た
」

「
１
カ
月
の
雨
量
が
１
日

で
降
る
。
命
に
係
わ
る
状

況
だ
」「
東
京
で
も
あ
れ
ほ

ど
雨
が
降
っ
た
ら
危
な
い

と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
」「
４
日
朝
、東
京
各
地

で
激
し
い
雨
が
降
っ
た
」

ヘイトスピーチに立ち向かう

　　「戦略と行動計画」
　国連事務総長が発表

　

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
は
６
月
18
日
、
世
界

中
で
ま
ん
延
す
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
に
立
ち
向
か
う

た
め
に
国
連
と
し
て
の

「
戦
略
と
行
動
計
画
」を
発

表
し
ま
し
た
。

　

グ
テ
レ
ス
氏
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
っ
て
、
憎
悪
や
破
壊
的

な
考
え
が
急
速
に
広
が
る

最
近
の
傾
向
を
指
摘
。「
一

部
の
政
治
指
導
者
は
憎
悪

　

龍
谷
大
学
（
京
都
市
）

は
、「
あ
ら
ゆ
る
軍
事
研
究

に
関
与
し
な
い
」
と
の
入

澤
崇
学
長
の
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

声
明
は
冒
頭
、
国
の
私

立
大
学
へ
の
助
成
金
の
削

減
の
一
方
で
、
防
衛
費
が

著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ

軍
事
研
究
に
関
与
し
な
い

　
　
龍
谷
大
学
が
声
明

と
に
懸
念
を
表
明
。
防
衛

装
備
庁
の
「
安
全
保
障
技

術
研
究
推
進
制
度
」
に
よ

る
研
究
テ
ー
マ
の
公
募
が

社
会
問
題
に
な
っ
た
こ
と

に
触
れ
、
理
工
学
部
を
創

設
し
た
１
９
８
９
年
、
当

時
の
信
楽
綾
麿
学
長
が

「
大
学
は
平
和
憲
法
体
制

の
も
と
に
お
い
て
、
い
か

な
る
軍
関
係
機
関
、
軍
関

係
職
員
と
の
直
接
研
究
上

の
関
係
を
結
ぶ
べ
き
で
は

な
い
」
と
述
べ
た
所
信
表

明
を
改
め
て
確
認
し
、
継

承
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て

い
ま
す
。

　

声
明
は
、
同
大
が
戦
争

に
協
力
し
た
負
の
歴
史
を

直
視
し
、
改
め
て
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
浄
土
真
宗

の
精
神
」
に
立
ち
返
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。

ユネスコ・エコパークに

　「甲武信」登録

　

ユ
ネ
ス
コ
は
６
月
19
日
、

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生

を
図
る
エ
コ
パ
ー
ク
（
生

物
圏
保
存
地
域
）
に

「
甲こ

ぶ

し
武
信
」を
登
録
す
る
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

甲
武
信
は
、
４
都
県
12

市
町
村
の
19
万
６
０
３
㌶
。

甲
武
信
ケ
岳
や
金
峰
山
な

ど
標
高
２
０
０
０
㍍
級
の

山
々
が
連
な
る
奥
秩
父
主

稜
を
中
心
に
、
こ
れ
を
源

流
と
す
る
荒
川
や
多
摩
川

な
ど
の
周
辺
地
域
で
構
成

し
ま
す
。
希
少
種
の
チ
ョ

ウ
類
な
ど
貴
重
な
生
態
系

が
保
全
さ
れ
、
山
岳
・
神

社
信
仰
に
ま
つ
わ
る
多
様

な
文
化
が
残
る
と
さ
れ
ま

す
。

「口腔崩壊」の子 
　　　42％の小学校に

　　背景に格差と貧困

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合

（
保
団
連
）が
学
校
医
師
治

療
調
査
の
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
「
口
腔
崩
壊
」は
虫
歯
が

10
本
以
上
あ
る
、
歯
根
し

か
残
っ
て
い
な
い
未
処
理

歯
が
何
本
も
あ
る
な
ど
、

咀そ
し
ゃ
く嚼
が
困
難
な
状
態
。
24

都
府
県
の
小
・
中
・
高
、
特

別
支
援
学
校
合
わ
せ
て

５
９
５
１
校
か
ら
回
答
が

あ
り
、「
口
腔
崩
壊
の
子
ど

も
が
い
た
」
と
答
え
た
学

校
は
、
小
学
校
で
42
・

1
％
、
中
学
校
で
33
・

5
％
、
高
校
で
50
％
、
特

別
支
援
学
校
で
42
・
2
％

あ
り
ま
し
た
。

　
「
母
子
家
庭
で
費
用
、連

れ
て
行
く
時
間
が
な
い
」

「
虫
歯
の
な
い
生
徒
と
何

本
も
虫
歯
が
あ
る
生
徒
の

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
」

な
ど
、
背
景
に
格
差
と
貧

困
の
広
が
り
が
あ
り
、
治

療
を
受
け
ら
れ
な
い
実
態

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

に
満
ち
た
考
え
や
、
ヘ
イ

ト
グ
ル
ー
プ
の
言
葉
を
政

治
の
主
流
に
持
ち
込
ん
で

い
る
」
と
批
判
。
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
を
放
置
す
れ
ば
、

「
差
別
と
敵
意
と
暴
力
の

扇
動
を
助
長
す
る
」、「
無

条
件
に
糾
弾
し
、
増
幅
を

許
さ
ず
、
真
実
で
対
抗
し
、

加
害
者
が
態
度
を
変
え
る

よ
う
励
ま
す
」
こ
と
が
必

要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

陸
上
日
本
選
手
権
・
サ

ニ
ブ
ラ
ウ
ン
選
手
が
男
子

２
０
０
ｍ
で
も
圧
勝
（
30

日
）。「
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

て
か
ら
体
格
も
良
く
な
っ

て
タ
イ
ム
も
伸
び
た
」

AR 山 1000（スマホアプリ）
　遠くに見えるあの山はなあに？
スマホカメラを向けると、GPS の利用
で山の名前や標高を教えてくれます。
スマホの便利アプリもいいかなあと。


